
※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。

議会だより

発行/北海道和寒町議会　編集/議会広報委員会

昭和３年　和寒東丘除虫菊畑（表紙の説明は17ページ）

第99号 2020年５月１日

p２　予算審査特別委員会 ～災害に強いまちづくりへ～

p７　こんなことが決まりました ～農業委員会定数削減～

p８　安心して住み続けられるまちに

p９　町政を問う。一般質問に６議員が登壇

p16　安心安全を考えて ～議会報告会延期へ～

p18　町民インタビュー ～発酵の可能性～

七月土用に雪がふる・・



予算審査

第99号

2020年５月発行
2

災害に強いまちづく りへ 一般会計【前年度比3.4%増】

46億8900万円

予算総額　68億7393万円
・町民一人当たりの額は

211万円
（前年対比21万３千円増）

0
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70
80
90

H28 H29 H30 R1 R2

億
予算総額の推移

町の財政規模に

応じて国から交

付されるお金

地方交付税
23億2,000万円

国・道支出金
6億4,708万円

町債
3億6,260万円

繰入金
5億3,329万円

町税
2億8,024万円

その他
5億4,579万円

歳　入
総　額

46億8,900万円

各種交付金など

町民税や固定資

産税などの税金

他会計や基金か

らの繰り入れ

道路や建物の建設費など

に充てるための借入金

個別の事業ごとに

国・道から交付さ

れる補助金など

財　　源 　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
・
５
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
は
、
３
月
10
日
～
12
日
ま
で
の

３
日
間
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
酒
向
勤
委
員
長
・
伊
藤
明
副
委
員

長
）
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
第
１
回
定
例
会
で

の
質
疑
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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災害に強いまちづく りへ

会計区分 一般会計 特別会計 国 民 健 康

保　　　険
水　　　道 下　水　道

後期高齢者

医　　　療
介 護 保 険

予算額 4,689,000 1,722,710 534,200 171,200 241,900 69,700 705,710

前年度比 153,000 -10,450 -33,240 -3,400 30,500 -600 -3,710

令和２年度各種会計予算額

使いみち

衛生費
5.62億円

歳　出
総　額

46億8,900万円

繰出金、予備費など 議会運営に要するお金

町の借金（町債）の

返済に充てるお金

民生費
6.9億円

総務費
3.4億円

議会費 0.43億円その他 0.02億円

給与費
6.1億円

公債費
4.8億円災害復旧費

0.23億円

教育費 3.3億円

消防費
1.52億円

土木費
7.61億円

商工費
1.16億円

農林業費
5.8億円

庁舎管理や地域振興

などに要するお金

高齢者・障がい者福祉や保育所、

児童手当などに要するお金

予防接種、健診、

ごみ処理などに

要するお金

農業振興や有害鳥獣駆

除などに要するお金

商工会・観光協会への補助金や各

種イベント開催などに要するお金

道路整備や除雪な

どに要するお金

消防の運営

などに要す

るお金

学校の運営や、教材購

入などに要するお金
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☆�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託（

１
０
０
万
円
）

Ｑ 

原
案
は
あ
る
の
か
。

　
　

ま
た
自
治
会
や
防
災
会

議
か
ら
の
意
見
は
。

Ａ 

道
が
計
算
し
た
も
の
で

作
成
す
る
。

　
　

意
見
を
取
り
入
れ
、
こ

れ
ま
で
の
マ
ッ
プ
と
見
比

べ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
に

し
た
い
。

Ｑ 

１
０
０
０
年
に
１
度
の

災
害
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

Ａ 

町
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
の
も
の
。

　
　

避
難
訓
練
な
ど
自
治
会

に
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。

☆
防
災
用
品（

１
６
７
万
円
）

Ｑ 

非
常
食
更
新
の
内
訳
は

Ａ 
ア
ル
フ
ァ
米
１
５
０

食
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
缶
２
缶
・

新
た
に
み
そ
汁
３
０
０
食

な
ど
。

☆�

災
害
用
水
中
ポ
ン
プ
等

借
上
料

（
５
８
９
万
円
）

Ｑ 

７
～
９
月
リ
ー
ス
期
間

以
外
で
の
必
要
性
が
出
た

場
合
の
対
応
は
。

Ａ 

建
設
会
社
の
持
っ
て
い

る
物
と
リ
ー
ス
会
社
の
対

応
と
な
る
。
開
発
も
19
市

町
村
の
絆
事
業
で
、
ポ
ン

プ
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ

と
も
あ
る
。

防
災
対
策
は

☆
和
寒
ふ
る
さ
と
ギ
フ
ト

（
１
５
０
０
万
円
）

Ｑ 

寄
付
金
の
活
用
は
。

Ａ 

活
用
事
業
の
項
目
は
数

年
経
過
し
、
変
更
も
考
え

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
。

☆�

農
村
体
験
・
移
住
促
進

事
業
負
担
金

�

（
25
万
円
）

Ｑ 

移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
に
始
め
た
事
業
。
実
績

が
少
な
い
た
め
に
予
算
を

減
額
し
て
い
る
が
、
今
後

移
住
促
進
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
の
か
。

　
　

限
ら
れ
た
数
を
近
隣
市

町
村
で
奪
い
合
う
形
に
な

っ
て
い
る
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
和

寒
独
自
の
も
の
を
含
め
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

☆�

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

負
担
軽
減
事
業
補
助

（
２
４
３
万
円
）

Ｑ 

対
象
者
は
何
名
い
る
の

か
。

Ａ 

81
名
。

　
　

８
月
か
ら
４
％
補
助
を

町
外
利
用
者
は
廃
止
し
、

町
内
利
用
者
は
５
％
に
拡

充
す
る
。

☆�

高
齢
者
安
心
見
守
り
通

報
装
置
業
務
委
託
（
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
）

�

（
１
２
８
万
円
）

Ｑ 

携
帯
型
が
普
及
し
な
か

っ
た
要
因
は
。

Ａ 

固
定
型
に
比
べ
て
月

２
８
０
０
円
の
利
用
料
負

担
が
大
き
い
。

　
　

固
定
型
は
設
置
費
用
２

７
０
０
円
と
月
１
０
０
０

円
の
利
用
料
を
町
で
補
助

し
て
い
た
が
、
令
和
２
年

度
は
月
５
０
０
円
の
個
人

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
。

Ｑ 

認
知
症
の
方
の
徘
徊
な

ど
を
見
守
る
カ
メ
ラ
設
置

の
考
え
は
。

Ａ 

民
間
で
行
っ
て
い
る
物

を
情
報
提
供
し
、
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
提
案
し
て

い
く
。

☆�

ご
み
収
集
・
処
理
場
管

理
業
務
委
託

�

（
３
１
２
９
万
円
）

　
　

西
和
最
終
処
分
場
は
あ

と
何
年
持
つ
の
か
。

Ａ 

現
状
を
続
け
る
と
あ
と

５
年
で
一
杯
に
な
る
。

Ｑ 

愛
別
町
で
焼
却
処
分
し

て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
中

と
の
こ
と
だ
が
、
焼
却
で

き
な
い
ご
み
の
量
は
。

Ａ 

現
在
調
べ
て
い
る
が
、

焼
却
処
理
後
の
埋
め
立
て

量
は
従
来
の
10
分
の
１
に

減
る
見
込
み
。

Ａ

Ｑ

予
算

審
査
ＱＡ＆

▲災害用水中ポンプ
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☆�

和
寒
町
フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会

�

（
１
４
４
２
万
円
）

Ｑ 

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
配
信
の
広
告
料
は
。

Ａ 

１
０
０
万
円
程
度
。

　
　

動
画
制
作
会
社
が
配
信

し
て
お
り
、
広
告
を
打
っ

て
い
る
。

　
　

動
画
を
見
て
い
る
方
は

関
東
関
西
の
中
高
年
男
性

が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
も

出
て
い
る
の
で
、
令
和
２

年
度
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
て
広
告
を
し
て
い
く
。

☆�

機
能
性
成
分
試
験
研
究

委
託

�

（
１
０
０
万
円
）

Ｑ 

ヘ
ル
シ
ー
Do
取
得
に
向

け
て
の
動
き
は
。

Ａ 

ヘ
ル
シ
ー
Do
取
得
の
た

め
に
必
要
な
内
蔵
脂
肪
へ

の
効
果
研
究
に
、
２
０
０

０
万
円
以
上
の
経
費
が
掛

か
る
こ
と
か
ら
現
段
階
で

の
申
請
は
難
し
い
。

　
　

機
能
性
成
分
の
研
究
は

順
調
な
の
で
こ
の
ま
ま
続

け
て
い
く
。

☆
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
補
助

（
２
４
０
７
万
円
）

Ｑ 

加
工
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
全
く
変
わ
ら
ず
、
商
品

開
発
し
て
販
売
し
た
く
て

も
で
き
な
い
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人

の
援
助
は
ど
う
考
え
る
の

か
。

Ａ 

建
替
え
は
難
し
い
。
支

援
策
は
考
え
る
が
物
に
よ

る
。

　
　

前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
方
の
応
援
は
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ 

新
し
い
商
品
を
作
り
た

い
方
の
思
い
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

Ａ 

相
談
も
受
け
て
い
る
。

　
　

ま
た
製
造
技
術
な
ど
の

面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

☆�

学
校
跡
地
利
用
検
討
委

員
報
償

（
５
万
円
）

Ｑ 

旧
中
和
小
学
校
の
解
体

計
画
は
。

Ａ 

解
体
見
積
も
り
は
１
７

４
９
万
円
。

　
　

旧
中
学
校
も
合
わ
せ
る

と
１
億
円
以
上
の
費
用
が

必
要
と
な
る
。

　
　

補
助
金
も
無
い
た
め
動

け
て
お
ら
ず
、
利
活
用
も

難
し
い
現
状
。

　

今
、
大
金
を
投
じ
る
よ
り

も
他
の
政
策
に
予
算
を
回

し
て
い
き
た
い
。

☆
芸
術
文
化
講
演
会
負
担
金

（
２
５
０
万
円
）

Ｑ 

芸
術
文
化
講
演
会
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
の

か
。

Ａ 

実
行
委
員
会
の
意
見
を

受
け
、
北
海
道
文
化
財
団

に
毎
年
１
月
ご
ろ
に
要
望

を
出
す
。

　
　

令
和
２
年
度
は
海
援
隊

の
ラ
イ
ブ
を
申
請
し
て
い

る
。

☆
各
種
大
会
等
出
場
補
助

（
２
５
０
万
円
）

Ｑ 

子
ど
も
の
大
会
参
加
助

成
補
助
の
支
払
い
が
遅
い

が
何
故
か
。

Ａ 

実
情
を
元
に
支
援
し
て

い
る
た
め
補
助
対
象
外
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
保
護

者
と
内
容
を
や
り
取
り
し

て
い
る
う
ち
に
支
払
い
が

遅
く
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

Ｑ 

大
会
会
場
ま
で
の
距
離

の
規
則
が
な
い
の
に
宿
泊

費
が
出
な
い
場
合
も
あ
る

の
は
何
故
か
。

Ａ 

大
会
日
程
で
宿
泊
し
な

く
て
も
参
加
で
き
る
も
の

は
対
象
外
と
し
て
い
る
。

Ｑ 

天
候
状
況
な
ど
で
移
動

が
困
難
に
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
、
安
全
を
考
え
て

宿
泊
が
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
る
。

Ａ 

こ
れ
ま
で
内
規
を
元
に

行
っ
て
き
た
が
、
相
談
を

受
け
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　

他
の
自
治
体
で
祝
い
金

と
し
て
一
律
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
検
討

し
て
い
く
。

☆
使
用
料
・
手
数
料

Ｑ 

使
用
料
・
手
数
料
等
見

直
し
の
結
果
は
。

Ａ 

２
９
５
０
万
円
程
度
の

推
測
だ
っ
た
が
、
諸
々
の

増
減
が
あ
り
、
約
１
３
２

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

動
画
配
信
の
広
告
料
は

歳
入
　
改
正
後
は
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石田利美議員

　財政状況の悪化で町

民への負担を増やすな

ら職員もしっかりして

もらわないと。観光も

和寒には合わない。公

営住宅の空きが目立つ

中、住める住宅がある

のに新築で財源を消費

すると更に財政が悪化

するのではないか。

窪田裕二議員

　町長が当初考えてい

た政策がやれていない

中、頑張っていると思

う。　今目の前の新型

コロナと戦うこと、そ

の後の対応諸々を含め

て、前に進んでいくこ

とを期待している。

佐々木広行議員

　資本をベースに考え

ると公営住宅や浄水場

などの建物が残ってお

り、見た目ほど基金は

減っていない。財政難

ではあるので、これか

ら補助金なりの対策や

事業の見直しを期待し

ている。

中原浩一議員

　人口減は仕方ない部

分ではあるが、政策的

に食い止められるか。

病院の在り方や芳生苑

等の建替えなど色々な

問題があるが、この予

算が次のステップを踏

むためになるようお願

いする。

反
　対

賛
　成

賛
　成

賛
　成

討 論
私はこう考える

一般会計

谷口勝弘議員

　町長のスケジュール感で無床

化が進むとは思えない。白紙に

戻し、十分に議論して進めても

らいたい。無床化前提での予算

については賛成できない。

石田利美議員

　どこの病院も経営は厳しいと

ころだが、町長には町民も期待

していた。本当に３月末までに

無床化できるのか。早期退職者

が出ればこの予算では終わらな

い。

中原浩一議員

　本当に無床化での病院運営が

和寒町にとっていいのかという

のは勉強する余地がある。この

予算を通し、議会も勉強しなが

ら議論していきたい。

反
　対

賛
　成

反
　対

討 論
私はこう考える

病院会計
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条
例
な
ど

【
和
寒
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
こ
ど
も
館
で
の
放
課
後
児

童
支
援
員
の
配
置
、
ま
た
支

援
員
の
資
格
に
つ
い
て
変
更

す
る
改
正
を
可
決
し
ま
し

た
。

主
な
質
疑

　
　
時
間
帯
な
ど
で
支
援
員

の
配
置
を
一
人
に
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
安
全

性
は
大
丈
夫
か
。

　
　
基
本
は
今
後
も
2
名
以

上
で
対
応
し
て
い
く
。
今

回
の
改
正
で
1
名
は
保
育

所
と
兼
務
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

【
和
寒
町
農
業
委
員
会
定

数
条
例
の
一
部
改
正
】

（
全
員
賛
成
可
決
）

　
和
寒
町
農
業
委
員
会
の
委

員
定
数
を
14
人
か
ら
12
人
に

変
更
す
る
改
正
を
可
決
し
ま

し
た
。

主
な
質
疑

　
　
削
減
あ
り
き
で
は
な
か

っ
た
か
。

　
　
農
業
委
員
と
し
っ
か
り

話
し
合
い
は
行
わ
れ
た
の

か
。

　
　
ま
た
定
数
集
ま
ら
な
い

時
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
２
年
前
か
ら
議
論
自
体

は
行
っ
て
い
た
。
今
回
定

数
の
変
更
を
町
側
か
ら

提
案
し
、
同
意
を
得
て

※

上
程
し
た
。

　
　
ま
た
人
数
が
集
ま
ら
な

い
場
合
は
再
募
集
す
る
。

※
上
程
と
は
議
案
を
会
議
に

か
け
る
こ
と

補
正
予
算

　
各
会
計
の
主
な
増
減
は
別

表
の
と
お
り
で
、
各
会
計
と

も
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ

る
執
行
残
の
減
額
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

問答

問答

令和元年度各会計補正予算一覧表
（※１万円未満切捨て表記）

会  計  別 補 正 額 補正後の額

一  般  会  計 △1億3409万円 44億8361万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △1240万円 5億5503万円

簡 易 水 道 事 業 △259万円 1億7209万円

後 期 高 齢 者 医 療 51万円 7081万円

介護保険（保険事業勘定） △508万円 5億9643万円

町 立 病 院 事 業 会 計

収 入 △1000万円 4億5730万円

支 出 △1000万円 4億5730万円

３月
定例会
農
業
委
員
会
定
数
削
減
な
ど
16件
審議

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
13
日

に
か
け
て
15
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
は
町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述

べ
ら
れ
、令
和
2
年
度
各
会
計
予
算
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
に
は
条
例
改
正
及
び
各
会
計
補
正
予
算
の
議
案

審
議
が
あ
り
ま
し
た
。
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医
療
及
び
福
祉
施
設
等
調

査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す

る
決
議
（
案
）
を
、
３
月
13

日
に
提
出
し
、
第
１
回
定
例

議
会
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
の
役
割
は
、

町
民
皆
様
の
関
心
が
深
い
、

町
立
和
寒
病
院
の
今
後
の
あ

り
方
や
、
老
朽
化
に
伴
う
芳

生
苑
等
の
建
て
替
え
や
、
運

営
の
方
法
を
深
く
議
論
し
、

議
会
と
し
て
早
急
に
方
向
性

を
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
議
会
と
し
て
も

常
任
委
員
会
等
で
医
療
・
福

祉
全
般
に
つ
い
て
視
察
や
勉

強
会
を
行
っ
て
来
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
も
生
か
し
な

が
ら
、
特
別
委
員
会
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、

看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
こ
と
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
金
の
増
加
、
人
口

減
に
伴
う
患
者
の
減
少
な
ど

の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
町
長
が

唐
突
に
、
昨
年
12
月
「
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
に
無
床
診

療
所
に
移
行
す
る
」
と
、
メ

デ
ィ
ア
で
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
議
会
と
し
て
も
、
本
当
に

無
床
診
療
所
で
良
い
の
か
、

町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
の

か
、
移
行
ま
で
の
期
間
が
短

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
の
繰
り
出
し
額
の

検
証
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
洗
い
出
し
、
最

善
の
病
院
運
営
を
目
指
す
こ

と
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
芳
生
苑
は
近
年
、
大
改
修

の
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
河
川
氾
濫
等
に
よ
る
危
険

性
を
含
む
立
地
場
所
に
あ
る

こ
と
、
介
護
職
の
確
保
の
難

し
さ
、
制
度
改
正
・
人
口
減

に
よ
る
入
所
者
の
減
少
や
、

介
護
報
酬
改
定
な
ど
に
よ
る

赤
字
が
増
大
傾
向
に
あ
る
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、建
替
え
、

町
外
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ

る
直
営
化
な
ど
の
話
も
議
論

し
て
い
ま
す
。

　
医
療
及
び
福
祉
施
設
な
ど

の
問
題
は
、
高
齢
化
が
進
む

本
町
に
お
い
て
重
要
な
案
件

と
考
え
て
お
り
、
議
会
と
し

て
も
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見

も
賜
り
、
勉
強
・
研
修
視
察

も
重
ね
な
が
ら
、
適
時
に
結

論
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

医
療
及
び
福
祉
施
設
等
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長
　
中
原
　
浩
一

安心して住み続けられるまちに

～医療・福祉施設等調査特別委員会、設置～



第99号

2020年５月発行
9

一般質問

一
般
質
問

町政を

問う。
和寒町では１人につき60分の制限時間が設けられ、
質問の回数は無制限で行われます。

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、
執行機関（町長・教育長）に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。

質問議員 質　　問　　事　　項 ページ数

窪田　裕二議員 ①和寒町としての新型コロナウイルスの対応策は 10ページ

和田　智巳議員

①ネット環境を地域差なく平等に

②人が集まるまちづくりをするには

③インバウンドに人気の「体験型ツアー」の確立を

11ページ

小野田久美子議員
①ＪＲ塩狩駅の存廃問題は

②ＪＲ宗谷線の維持・活性化の対策は
12ページ

下條　美恵議員 ①町立病院を無床診療所にする真意は 13ページ

石田　利美議員 ①奥山町長が考えている和寒町の観光は 14ページ

伊藤　　明議員

①�働き方改革による行政職員及び教職員の現状と課

題は

②保養センターの再建計画は

15ページ
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和
寒
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
中
国

湖
北
省
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　

北
海
道
で
も
、
１
月
末
旅
行
客

か
ら
の
感
染
確
認
後
、
爆
発
的
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

近
隣
で
は
、
中
富
良
野
・
美
瑛
・

愛
別
な
ど
身
近
な
ま
ち
か
ら
も
感

染
が
確
認
さ
れ
動
揺
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

国
は
、
２
月
25
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
基
本
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
が
、
明
確
な
指
示
で

は
な
く
各
市
町
村
単
位
で
の
判
断

と
し
な
が
ら
も
、
今
後
混
乱
が
見

え
て
く
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
。

　

和
寒
町
と
し
て
、
高
齢
者
施
設

や
学
校
対
応
も
含
め
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

奥
山
町
長

　
１
月
28
日
、
道
内
初
の
感
染
者

が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
町

で
は
、
副
町
長
と
担
当
課
長
で
構

成
す
る
庁
内
危
機
管
理
対
策
連
絡

会
議
を
１
月
30
日
に
開
催
。

　
感
染
予
防
の
啓
発
や
各
施
設
へ

の
消
毒
液
の
設
置
、
マ
ス
ク
な
ど

の
備
蓄
数
の
確
認
と
調
達
に
向
け

た
取
り
組
み
、
町
立
病
院
で
の
受

け
入
れ
態
勢
や
、
高
齢
者
福
祉
施

設
で
の
感
染
予
防
対
策
に
関
し
た

情
報
を
共
有
し
た
。

　
ま
た
、
各
家
庭
に
対
し
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
防
災
無
線
で

の
周
知
、
国
・
道
・
町
の
対
応
な

ど
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
ペ
ー

ジ
を
設
置
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
２
月
25
日
、
町
長
・

病
院
長
・
全
課
長
で
構
成
す
る
庁

内
危
機
対
策
会
議
を
開
催
し
、
町

主
催
の
会
議
や
町
内
関
係
団
体
に
、

３
月
中
の
行
事
も
延
期
や
中
止
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

沓
澤
教
育
長

　
道
と
道
教
育
委
員
会
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
２
月
27
日
か
ら
３
月

４
日
ま
で
臨
時
休
校
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
３
日
に
総
合
教

育
会
議
を
開
催
、
町
や
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
各

教
育
委
員
会
か
ら
意
見
な
ど
伺
う
。

　
そ
の
結
果
、
３
月
４
日
付
で
分

散
登
校
の
日
程
や
、
本
町
独
自
に

設
定
し
た
学
校
開
催
日
に
関
す
る

文
書
を
発
送
し
た
。

　
期
限
と
し
て
３
月
24
日
ま
で
と

し
て
、
２
月
25
日
（
春
休
み
）
か

ら
４
月
５
日
ま
で
の
期
間
は
今
後

検
討
す
る
。

そ
の
後
、
小
中
学
校
の
入
学
式

は
４
月
７
日
に
決
定
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
参
事

　
高
齢
者
福
祉
施
設
に
関
し
て
お

や
里
か
ん
は
、
２
月
20
日
か
ら
、

芳
生
苑
で
21
日
か
ら
面
会
の
制
限

を
か
け
て
い
る
が
看
取
り
を
す
る

方
の
み
個
別
の
対
応
を
し
て
い
る

状
況
。

　
職
員
に
関
し
て
は
、
検
温
な
ど

で
管
理
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
発
症
し
た
際

に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
は
一
時
休
業
、
患

者
に
関
し
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
部
屋
で
完
全
隔
離
の
方
向
に

な
る
と
考
え
る
。

　
通
常
の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
則
っ
て
進
め
る
。

〇
再
質
問

　

２
月
25
日
、
和
寒
町
と
し
て
、

自
粛
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
の
後
、
宴
会
等
な
り
が
止

ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
歓
送
迎
会
や
各
団

体
の
総
会
時
期
で
も
あ
り
な
が
ら
、

先
行
き
が
不
透
明
で
不
安
で
も
あ

る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
町
内
の
経
済

も
疲
弊
や
倒
産
す
る
と
こ
ろ
も
出

て
く
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

奥
山
町
長

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
一
番
の
問
題
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
命
を
守

る
こ
と
が
優
先
で
は
あ
る
が
、
一

方
経
済
が
停
滞
。

　
そ
の
こ
と
も
含
め
商
工
業
の
皆

様
が
元
気
に
な
る
よ
う
努
力
を
す

る
。

窪
田
裕
二
議
員

問 和寒町としての新型コロナウイルスの対応は

答 感染予防のため町民の皆様にご理解ご協力を

▲新型コロナウイルス

質
問
は
３
月
15
日
現
在
の
内
容
で
、

国
・
道
・
町
も
情
報
が
交
錯
し
て

い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。
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ネ
ッ
ト
環
境
を

地
域
差
な
く
平
等
に

　

現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

個
人
の
趣
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災

害
時
で
の
情
報
発
信
、
高
齢
者
と

の
連
絡
手
段
な
ど
、
ま
す
ま
す
利

用
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
和
寒
町
で
は
、
市
街
地

と
農
村
部
と
で
は
ス
ピ
ー
ド
や
利

用
回
線
な
ど
の
面
で
格
差
が
生
じ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
。

奥
山
町
長

　
町
と
し
て
は
、
事
業
者
で
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
、
所
管
す
る
総
務
省
北

海
道
通
信
局
に
対
し
、
光
回
線
エ

リ
ア
の
拡
大
の
要
請
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
状
況
は
変
わ
っ
て

な
い
。

　
こ
の
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
国

全
体
の
問
題
と
捉
え
、
地
域
の
農

業
を
守
る
観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
訴
え

て
い
き
た
い
。

　
総
務
省
や
農
水
省
で
は
じ
め
た

高
度
無
線
環
境
に
お
け
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
集
め
、
研
究

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
に
は

　

和
寒
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
農
村
生
活
体
験
実
習
生
、

移
住
体
験
事
業
な
ど
道
内
や
道
外

か
ら
人
を
呼
び
込
む
対
策
を
進
め

て
い
る
が
、
応
募
は
少
な
い
状
況
。

　

ま
た
、
和
寒
移
住
後
に
は
離
町

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。

　

こ
れ
は
事
業
の
内
容
や
、
移
住

後
の
ケ
ア
な
ど
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

ど
う
す
れ
ば
和
寒
に
人
が
集
ま

り
、
魅
力
あ
る
町
に
な
る
の
か
伺

う
。奥

山
町
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
農
村
生

活
体
験
実
習
生
に
関
し
て
は
あ
る

程
度
実
績
を
得
た
と
思
っ
て
い
る
。

移
住
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
ま
だ

結
果
が
出
て
な
い
が
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
空
き
家
情
報
は

10
件
の
移
住
に
結
び
つ
い
た
。

　
今
後
も
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
な
ど
に
基
づ
い
て
、

積
極
的
な
情
報
発
信
や
、
子
育
て

支
援
な
ど
に
も
努
め
な
が
ら
住
み

た
い
町
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

○
再
質
問

　

人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
農
家

の
方
々
に
対
し
、
有
効
な
制
度
や

政
策
な
ど
は
。

　

※

Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ 

(

ウ
ー
フ)

は

利
用
で
き
な
い
か
。

奥
山
町
長

　
後
継
者
育
成
の
た
め
の
農
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
、
各
種

補
助
事
業
の
ほ
か
、
北
ひ
び
き
農

協
と
１
市
２
町
に
よ
る
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
に
関
し
研
究
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
は
農
協
と
１
市
２

町
で
協
議
し
て
い
る
中
身
に
情
報

を
提
供
し
、
ど
う
い
っ
た
活
用
が

で
き
る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

※
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ(

ウ
ー
フ)

と
は
、

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
で
、

労
働
者
と
受
け
入
れ
農
家
が
無
償

の
契
約
を
す
る
。
　
　
　
　
　

　
登
録
し
た
受
け
入
れ
農
家
（
ホ

ス
ト
）
は
受
け
入
れ
て
も
ら
う
人

(

ウ
ー
フ
ァ
ー)

に
対
し
、
寝
泊

ま
り
す
る
場
所
と
３
回
の
食
事
、

そ
し
て
週
に
１
日
程
度
の
休
暇
を

供
給
し
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
は
ホ
ス
ト

に
対
し
労
働
力
を
提
供
す
る
。

　
そ
の
他
に
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
き
の
体
験
型
ツ
ア
ー
の
確
立

を
」
と
い
う
質
問
を
し
、
奥
山
町

長
よ
り
「
１
市
３
町
で
の
連
携
を

活
か
し
、
体
験
型
ツ
ア
ー
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
を
得
た
。

問 人が集まるまちづくりをするには
答 まち、ひと、しごと創生総合戦略に基づき、積極的な取り組みを行う

問 ネット環境を地域差なく平等に
答 国全体の問題と捉え、働きかけていきたい。

和
田
智
巳
議
員

▲インターネット通信アンテナ
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一般質問

Ｊ
Ｒ
塩
狩
駅
の
存
廃
問
題
は

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
３
０
０

項
目
以
上
の
手
数
料
の
値
上
げ
・

有
料
化
で
町
民
に
負
担
を
お
願
い

す
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
な

ぜ
Ｊ
Ｒ
塩
狩
駅
を
存
続
さ
せ
る
の

か
。

奥
山
町
長

　
塩
狩
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
鉄

道
事
業
の
見
直
し
で
、
１
日
あ
た

り
の
乗
車
人
員
が
３
人
以
下
の
駅

塩
狩
駅
の
存
続
を
希
望
す
る
場
合
、

駅
舎
等
の
維
持
管
理
費
、
年
間
約

２
７
０
万
円
の
支
援
を
求
め
ら
れ

た
。

　
塩
狩
駅
は
、
作
家
三
浦
綾
子
氏

の
小
説
『
塩
狩
峠
』
に
関
わ
る
『
長

野
政
雄
顕
彰
碑
』
や
『
塩
狩
峠
記

念
館
』、
和
寒
町
や
国
鉄
、
営
林
署
、

開
発
局
、
道
庁
な
ど
の
団
体
が
植

栽
し
て
き
た
『
一
目
千
本
桜
』
な

ど
、
観
光
資
源
が
あ
る
。

　
ま
た
民
間
宿
泊
施
設
が
あ
り
、

地
元
事
業
者
よ
り
町
内
や
道
内
外
、

海
外
か
ら
塩
狩
駅
の
存
続
を
求
め

る
２
，
６
６
８
名
分
の
署
名
が
、

和
寒
町
長
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
旭
川
支

社
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
や
現
状
な
ど
を

踏
ま
え
、
将
来
に
渡
っ
て
宗
谷
線

の
魅
力
を
維
持
し
路
線
を
存
続
し

て
い
く
意
味
か
ら
も
、
塩
狩
駅
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
宗
谷
線
の
維
持
・
活
性

化
の
対
策
は

　

和
寒
町
で
は
生
活
利
用
が
主
な

和
寒
駅
、
観
光
利
用
が
主
な
塩
狩

駅
が
あ
る
、
宗
谷
線
の
維
持
・
活

性
化
対
策
は
。

奥
山
町
長

　
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
宗
谷

本
線
活
性
化
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
毎
年
、
列
車
の
高
速
化
や
各

駅
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
要
望
し
て
き
た
が
、
平
成

28
年
11
月
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
、

維
持
が
困
難
な
線
区
と
し
て
宗
谷

線
が
公
表
さ
れ
て
以
降
、
存
続
に

向
け
た
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
き
た
。

　
町
独
自
の
利
用
促
進
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
役
場
有
志
に
よ

る
塩
狩
駅
周
辺
の
清
掃
や
、
町
民

対
象
の
塩
狩
峠
一
目
千
本
桜
の
お

花
見
ツ
ア
ー
の
企
画
、
風
っ
こ
そ

う
や
号
の
お
も
て
な
し
な
ど
、
地

域
を
挙
げ
て
支
援
に
努
め
た
。

　
本
年
５
月
に
は
、
宗
谷
線
に
観

光
列
車
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
町
で
は
、
今
後
も
宗
谷
本
線

活
性
化
推
進
協
議
会
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
宗
谷
線
の
利
用
促

進
と
活
性
化
対
策
に
取
り
組
む
。

〇
再
質
問

　

Ｊ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中

に
、
自
治
体
で
の
駅
前
ト
イ
レ
設

置
に
よ
る
、
利
便
性
向
上
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
和
寒
駅
、
塩
狩

駅
の
水
洗
式
ト
イ
レ
設
置
問
題
は
。

奥
山
町
長

　
国
の
対
応
も
含
め
、
も
う
一
歩

踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
受
け
止
め
る
。

〇
再
質
問

鉄
道
利
用
対
策
は
。

総
務
課
長

　
職
員
の
出
張
に
つ
い
て
、
旭
川

の
総
合
振
興
局
へ
は
、
ほ
と
ん
ど

が
公
用
車
利
用
。
札
幌
な
ど
遠
く

に
行
く
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す

る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

〇
再
質
問

Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
と
の
連
携
は
。

奥
山
町
長

　
宗
谷
本
線
活
性
化
推
進
協
議
会

で
地
域
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

調
査
を
し
て
情
報
共
有
し
な
が
ら

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

小
野
田
久
美
子
議
員

問 ＪＲ宗谷線の維持・活性化の対策は
答 宗谷本線活性化推進協議会と連携を密にして取り組む

問 ＪＲ塩狩駅の存廃問題は
答 路線存続していく意味からも必要不可欠

▲昨年の風っこそうや号おもてなし

▲2007年5月　塩狩峠さくらノロッコ号
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一般質問

な
ぜ
無
床
診
療
所
な
の
か

　

12
月
定
例
会
行
政
報
告
で
、
町

立
和
寒
病
院
を
無
床
診
療
所
を
基

本
と
し
、
診
療
体
制
を
見
直
す
と

報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
数
時
間
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
昼

の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
２
０
２
１
年
３

月
ま
で
に
無
床
診
療
所
に
移
行
す

る
考
え
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
、
町

民
の
不
安
が
一
気
に
膨
ら
ん
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
、
な
ぜ
無

床
診
療
所
な
の
か
、
ま
た
今
後
の

町
民
説
明
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
町
立
病
院
の
患
者
数
が
10
年
前

と
比
較
し
て
、
外
来
で
約
45
％
、

入
院
で
約
70
％
減
少
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
一
般
会
計
の
負
担
が

年
々
増
大
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど

必
要
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
無
床
診
療
所
化
に
す
る
方

針
を
示
し
た
。

　
経
緯
は
、
ま
ず
病
棟
の
薬
剤
管

理
を
担
え
る
薬
剤
師
の
確
保
が
難

し
く
、
現
在
は
定
年
退
職
後
の
薬

剤
師
に
延
長
し
て
勤
務
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
看
護
師
は
、
募
集
し
て
も
確
保

で
き
ず
、
再
任
用
職
員
や
臨
時
職

員
を
含
め
て
よ
う
や
く
外
来
や
一

般
病
床
を
運
営
し
て
い
る
。

　
医
師
に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
現
在

の
医
師
と
応
援
医
師
で
24
時
間
３

６
５
日
の
救
急
体
制
を
担
う
と
い

う
厳
し
い
環
境
で
は
、
今
後
の
医

師
確
保
は
極
め
て
難
し
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
昨
年
５

月
に
関
係
職
員
に
よ
る
検
討
会
を

立
ち
上
げ
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
説
明
会
の

開
催
を
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
開
催
を
見
送
り
、
広
報
を

活
用
し
て
全
世
帯
に
説
明
す
る
。

〇
再
質
問

　

こ
れ
ま
で
議
会
と
議
論
し
て
き

た
な
か
で
、
現
状
と
無
床
診
療
所

に
し
た
場
合
の
経
費
の
差
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
に
つ
い

て
町
民
に
説
明
す
る
の
か
。

奥
山
町
長

　
昨
年
の
町
政
懇
談
会
で
、
病
院

の
経
営
に
つ
い
て
は
説
明
を
し
た
。

　
今
回
、
広
報
と
し
て
の
紙
面
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
す
る
。

〇
再
質
問

　

２
月
22
日
旭
川
市
で
地
域
医
療

の
確
保
を
課
題
に
、
総
務
副
大
臣

と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の

か
。奥

山
町
長

　
総
務
省
主
催
で
、
上
川
北
部
、

宗
谷
、
留
萌
の
市
立
病
院
、
町
立

病
院
の
関
係
者
が
呼
ば
れ
、
和
寒

町
か
ら
は
、
山
下
院
長
が
参
加
し

た
。

　
各
医
療
関
係
の
実
情
と
、
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

〇
再
質
問

　

健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と

が
一
番
だ
が
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て
、
他
世
代
と
交
流
す

る
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
暮
ら
す

こ
と
で
、
で
き
る
限
り
長
寿
で
い

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

奥
山
町
長

　
２
月
22
日
士
別
市
で
全
国
の
医

師
関
係
者
等
が
集
ま
り
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
行
政
の
立
場
で
意
見

を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
厳
し
い
状

況
を
報
告
し
た
。

　
医
療
者
か
ら
現
場
の
話
を
聞
い

た
が
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
よ
う
な

話
も
あ
っ
た
。

　
他
県
の
私
立
病
院
の
院
長
か
ら
、

「
病
院
を
縮
小
す
る
こ
と
は
地
域

に
と
っ
て
苦
渋
の
決
断
で
あ
る
と

思
う
が
、
地
域
の
医
療
を
残
す
た

め
に
も
必
要
な
決
断
だ
。」
と
話

し
を
い
た
だ
い
た
。

　
私
も
苦
渋
の
決
断
だ
と
思
っ
て

お
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
で

き
る
だ
け
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

医
療
環
境
を
残
せ
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

下
條
美
恵
議
員

問 町立病院を無床診療所にする真意は

答 医療スタッフの確保が難しい

▲全戸に配布された紙面の一部
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町
長
が
考
え
る
観
光
は

　

和
寒
町
は
、
誰
が
見
て
も
観
光

地
、
観
光
資
源
が
少
な
い
ま
ち
で

あ
る
。

　

町
長
は
就
任
以
来
、
夫
婦
岩
周

辺
地
を
購
入
、
ま
た
廃
墟
に
な
っ

た
塩
狩
温
泉
を
購
入
し
た
後
、
解

体
し
公
園
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
購
入
費
、
整
備
費

に
い
く
ら
投
入
し
た
の
か
。

　

塩
狩
駅
の
継
続
、
和
寒
町
の
宿

泊
施
設
、
食
と
観
光
情
報
案
内
所

な
ど
の
今
後
の
在
り
方
は
。

奥
山
町
長

　
平
成
27
年
度
、
塩
狩
温
泉
跡
地

購
入
費
が
６
５
０
万
円
、
夫
婦
岩

と
山
林
が
１
０
０
０
万
円
、
旧
塩

狩
温
泉
施
設
等
解
体
工
事
費
が
３

３
７
３
万
円
。

　
平
成
29
年
度
、
塩
狩
峠
夫
婦
岩

の
整
備
に
係
る
調
査
業
務
委
託
に

４
９
５
万
円
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
へ
の
鐘
の
設
置
費
が
１
１
３
万

円
。

　
平
成
30
年
度
、
塩
狩
峠
記
念
館

駐
車
場
整
備
工
事
が
３
４
１
万
円
。

　
令
和
元
年
度
、
暗
渠
整
備
工
事
、

池
周
辺
地
の
柵
の
設
置
や
小
説
塩

狩
峠
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
登
場
す

る
雪
柳
の
植
裁
工
事
費
が
５
０
８

万
円
。

　
５
年
間
で
総
事
業
費
は
、
６
４

８
０
万
円
で
、
内
訳
は
、
過
疎
対

策
事
業
債
４
２
１
０
万
円
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
２
４
７
万
円
、

一
般
財
源
２
０
２
３
万
円
で
執
行

し
て
き
た
。

　
塩
狩
駅
周
辺
は
、
塩
狩
峠
記
念

館
や
一
目
千
本
桜
な
ど
観
光
資
源

で
民
間
の
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
塩

狩
駅
の
存
続
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
、
観
光
資
源
や
宿
泊
施

設
つ
い
て
も
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

〇
再
質
問

　

塩
狩
峠
周
辺
事
業
で
過
疎
対
策

事
業
債
を
当
て
て
い
る
が
、
行
政

は
補
助
金
無
し
で
事
業
を
や
り
、

基
金
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。

　

事
業
の
青
写
真
を
し
っ
か
り

作
っ
て
補
助
金
を
探
し
て
は
。

奥
山
町
長

　
町
と
し
て
は
、
有
効
な
財
源
を

探
し
て
執
行
す
る
の
は
当
然
の
役

割
。
　
　

　
今
回
指
摘
の
と
お
り
、
補
助
金

は
一
部
し
か
入
っ
て
お
ら
ず
、
ほ

と
ん
ど
が
過
疎
債
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
こ
の
事
業
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
事
業
も
含
め
て
情
報

を
と
り
、
有
効
な
財
源
を
探
し
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

〇
再
質
問

　

塩
狩
駅
周
辺
の
町
民
は
２
戸
で
、

Ｊ
Ｒ
を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な

い
。

　

町
長
は
存
続
を
マ
ス
コ
ミ
等
で

公
表
し
て
い
る
。

　

公
費
を
使
っ
て
ま
で
存
続
は
し

な
い
方
が
い
い
と
考
え
る
が
。

奥
山
町
長

　
先
人
先
輩
た
ち
が
沢
山
の
努
力

を
さ
れ
て
観
光
資
源
と
し
て
守
っ

て
き
た
経
過
が
あ
り
、
そ
れ
に
加

え
て
鉄
道
が
こ
う
い
う
状
況
に
な

る
と
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
沿
線
自
治
体
全
て
が
協
力
し

合
っ
て
、
線
路
を
守
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

　
和
寒
町
は
、
歴
史
あ
る
塩
狩
峠

の
駅
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

石
田
利
美
議
員

▲塩狩峠周辺の池に設置された柵

問 奥山町長が考えている和寒町の観光は

答 有効な財源を探して事業に取り組む
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一般質問

働
き
方
改
革
に
よ
る
行
政
職
員

と
教
職
員
の
現
状
と
課
題
は

奥
山
町
長

　
国
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法

案
を
昨
年
４
月
に
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
町
で
も
「
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
改
正
を
行
っ
て

対
応
し
て
い
る
が
、
近
年
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
・
災
害
対

応
な
ど
で
職
員
の
業
務
量
は
増
加

し
て
い
る
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

〇
再
質
問

　

職
員
定
数
の
基
準
は
。

広
富
副
町
長

　
職
員
定
数
条
例
が
あ
る
が
、
途

中
退
職
や
病
気
療
養
、
育
児
休
業

な
ど
に
備
え
て
、
臨
時
的
任
用
職

員
を
含
め
て
多
め
に
採
用
し
て
い

る
。

〇
再
質
問

　

正
規
と
非
正
規
で
は
収
入
の
差

は
ど
の
く
ら
い
か
。

総
務
課
長

　
年
齢
や
職
種
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
る
が
、
年
間
所
得
で
５
割
程
度

だ
と
思
わ
れ
る
。
新
年
度
は
０
．

６
月
分
の
手
当
を
増
額
し
て
格
差

を
補
っ
て
い
る
。

沓
澤
教
育
長

　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
国
・

道
の
関
連
法
案
を
受
け
て
、
昨
年

12
月
に
「
働
き
方
改
革
推
進
計
画
」

を
審
議
決
定
し
、
長
時
間
労
働
の

抑
制
の
ほ
か
、
部
活
動
休
養
日
完

全
実
施
や
学
校
閉
庁
日
等
の
設
定

な
ど
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
教
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
策

と
し
て
、
町
費
負
担
支
援
員
や
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
事
務
生
を
配

置
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
毎

月
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。

　
結
果
と
し
て
教
職
員
に
も
浸
透

し
て
お
り
、
徐
々
に
成
果
が
出
て

き
て
い
る
。

〇
再
質
問

　

教
職
員
の
超
過
勤
務
命
令
は
。

沓
澤
教
育
長

　
教
職
員
の
場
合
は
、
調
整
手
当

を
４
％
加
算
さ
れ
て
お
り
、
基
本

的
に
は
超
過
勤
務
が
な
い
が
、
災

害
や
指
導
上
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
命
令
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

〇
再
質
問

　

新
年
度
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
や
外
国
語
の
授
業
時
間
の

確
保
は
。

沓
澤
教
育
長

　
学
校
教
育
施
行
規
則
で
年
間
授

業
時
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
教
科

ご
と
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
く

る
。

　
ま
た
、
外
国
語
に
つ
い
て
も
、

総
合
教
育
の
時
間
を
充
て
る
な
ど
、

学
校
の
裁
量
に
よ
り
実
施
す
る
こ

と
と
な
る
。

保
養
セ
ン
タ
ー
の
再
建
計
画
は

　

施
設
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
現

在
は
仲
町
自
治
会
も
２
階
を
集
会

所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
利

便
性
も
悪
く
、
今
後
の
建
替
え
が

必
要
で
は
。

奥
山
町
長

　
昭
和
55
年
に
民
間
公
衆
浴
場
の

廃
業
に
伴
い
建
設
し
、
平
成
25
年

度
に
郷
土
資
料
館
と
の
複
合
施
設

を
検
討
し
た
が
見
送
っ
た
経
過
に

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
建
設
費
用
の
試
算

を
し
た
が
３
億
円
程
度
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
山
積
す
る
町
の
課
題
を

優
先
し
て
、
当
面
、
修
繕
等
を
行

い
な
が
ら
活
用
し
た
い
。

〇
再
質
問

　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
駅
舎
と
の
複

合
施
設
と
し
て
、
ト
イ
レ
や
バ
ス

停
、
観
光
案
内
所
、
特
産
品
販
売

店
、
サ
ロ
ン
な
ど
多
目
的
な
総
合

型
交
流
施
設
に
し
て
は
。

奥
山
町
長

　
駅
前
開
発
の
意
味
で
は
相
当
の

時
間
を
要
す
る
と
思
う
が
、
大
事

な
意
見
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

問 保養センターの再建計画は
答 当面の課題を優先し適時に検討する

問 働き方改革による職員の現状と課題は
答 関連法案に沿い適正な人事配置や健康管理に努める

伊
藤
　
明
議
員

▲プログラミング教育
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総
務
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

　
６
月
、
か
ね
て
よ
り
課
題

の
、
町
立
病
院
関
係
、
幼
児

教
育
無
償
化
、
ゴ
ミ
処
理
問

題
、
職
員
の
勤
務
時
間
や
休

暇
に
対
す
る
条
例
な
ど
に
つ

い
て
会
議
を
し
、
議
会
閉
会

中
の
継
続
調
査
と
し
た
。

調
査
の
結
果

　
７
月
、
芳
生
苑
と
町
立
病

院
の
運
営
、
保
育
料
無
償
化

の
所
管
事
務
調
査
を
行
っ

た
。

　
町
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
現
状
、
有
床
診
療

所
の
救
急
指
定
、
無
床
診
療

所
医
師
２
名
、
無
床
診
療
所

医
師
１
名
で
の
比
較
説
明
を

受
け
る
。

　
８
月
、
芳
生
苑
建
て
替
え

を
含
め
た
、
町
外
の
社
会
福

祉
法
人
と
の
協
議
状
況
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
11
月
、
ゴ
ミ
処
理
問
題
に

つ
い
て
は
、
愛
別
町
で
の
焼

却
を
検
討
し
て
い
る
と
し

た
。

　
医
療
及
び
福
祉
施
設
等
の

問
題
は
、
３
月
17
日
に
調
査

特
別
委
員
会
に
移
管
さ
れ

た
。産

業
教
育
常
任
委
員
会
報
告

公
営
住
宅
（
若
草
団
地
）
に

つ
い
て

　
平
成
27
年
２
回
定
例
会
に

お
い
て
所
管
事
務
調
査
と

し
、
委
員
会
の
開
催
及
び
現

地
調
査
を
継
続
実
施
し
て
き

た
。

調
査
の
結
果

　
若
草
団
地
は
、
昭
和
46
年

建
築
１
棟
４
戸
を
始
め
と
し

て
、
平
成
８
年
の
特
公
賃
住

宅
１
棟
10
戸
ま
で
の
１
３
２

戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

狭
隘
や
老
朽
化
に
伴
い
、
平

成
29
・
30
年
度
は
大
通
り
に

２
棟
８
戸
を
団
地
建
替
え
の

た
め
の
住
宅
を
建
設
し
、
令

和
元
年
度
は
、
若
草
団
地
に

２
棟
６
戸
を
建
設
し
た
。

　
地
元
か
ら
は
、
自
治
会
館

の
建
替
え
移
転
の
要
望
も
あ

り
、
計
画
を
変
更
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
人
口
減
も
考
慮

し
柔
軟
な
計
画
で
対
応
願
い

た
い
。

　
議
会
活
性
化
等
特
別
委
員

会
は
、
令
和
2
年
3
月
17
日

ま
で
合
計
4
回
開
催
し
、
議

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
い
、
優
先
順
位
を
決

め
て
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ

と
、
中
期
的
に
行
う
も
の
、

長
期
的
に
取
り
組
む
も
の
な

ど
を
、
期
間
を
決
め
て
委
員

会
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

　
す
ぐ
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
現
在
配
信
し
て
い
る
一

般
質
問
動
画
を
、
議
会
事
務

局
で
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
そ
の
ほ
か
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
へ
の
取
組
み
、
議
会
報

告
会
の
内
容
な
ど
は
、
先
進

地
へ
の
視
察
な
ど
の
必
要
性

を
議
論
し
て
い
る
。

議
会
活
性
化
等

特
別
委
員
会
報
告

　議会報告会は、平成22年４月９日に開催して以来、毎年１回以上は町民の皆様と
意見交換をして参りましたが、令和２年に入って新型コロナウイルスの感染が国内
外に渡り、爆発的な猛威を振るっていることから、３密を避けることが重要であり、
今回やむなく延期することと致しましたのでご了承願います。
　なお、今後については動向を見極めて開催致したいと考えております。

和寒町議会議長　佐々木広行

安心安全を考えて
～議会報告会延期へ～
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Topic議会

表
紙
の
説
明

　「
和
寒
よ
い
と
こ
粋

な
と
こ
　
七
月
土
用
に

雪
が
ふ
る
　
雪
が
ふ
る

の
は
、
そ
れ
嘘
よ
　
小

金
、
花
咲
く
除
虫
菊
。」

　
和
寒
小
唄
の
一
節
で

あ
る
。

　
平
成
4
年
ま
で
、
和

寒
町
の
町
花
は
菊
で
あ

っ
た
。

　
中
学
生
の
時
に
、
町

花
が
菊
の
理
由
を
知
っ

た
。

　
最
盛
期
、
山
が
真
っ

白
に
な
る
様
子
を
聞
く

と
な
ん
だ
か
こ
の
町
が

誇
ら
し
く
な
っ
た
。「
そ

の
町
の
歴
史
を
知
ら
な

け
れ
ば
、
た
だ
住
ん
で

い
る
だ
け
に
な
る
。」
そ

ん
な
言
葉
を
思
い
出
す
。

　
語
り
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
歴
史
が
あ
る

と
思
う
。

条
例
改
正

　
和
寒
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
、
和
寒
町

農
業
体
験
研
修
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

　
補
正
予
算
で
は
４
１
０
万

円
の
財
源
振
り
替
え
が
あ

り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議 会
Topic

１
月
24
日
開
催

 

第
１
回
町
議
会

臨　

時　

会

～あなたの声をお聞かせください～
　議会広報委員会では、議会を傍聴しての感想や議会だよりワットサ
ムについてのご意見などを募集しています。
　傍聴受付の横に設置しますので、些細なことでもかまいませんので、
足を運ばれた際にはご協力をお願いいたします。

議会動画
　町民に開かれた議会を目指し、議会から
の情報発信、情報公開等を積極的に行うた
め、一般質問の動画を配信しています。
　和寒町議会ホームページから閲覧するこ
とができます　

▼
https://www.town.wassamu.hokkaido.jp/

お問合せ：gikai@twon.wassamu.lg.jp

３
月
27
日

　

全
員
協
議
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
飲
食
店
等
特
別

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　
　
飲
食
店
以
外
は
何
が
該

当
す
る
の
か
。

　
　
店
内
飲
食
可
能
な
小
売

店
。

　
　
他
業
種
へ
の
対
策
は
。

　
　
色
々
な
業
種
が
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
　
商
工
会
と
も
話
し
て
い

る
が
、
現
在
は
全
て
の
業

種
へ
の
支
援
で
は
な
く
、

第
１
弾
と
し
て
こ
こ
か
ら

始
め
て
い
く
。

　
　
国
の
支
援
も
併
せ
て
考

え
て
い
く
。

問答問答

　 議 会 で は 新 た に
Youtubeチャンネルを
開設しました。
　一般質問終了後、随
時動画をアップロード
していきますので、ぜ
ひＱＲコードからチャ
ンネル登録をお願いし
ます。 ▲Youtubeチャンネル
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和
寒
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
な
っ
た
理
由
は

　
２
０
１
３
年
に
農
村
生
活

体
験
実
習
生
に
な
っ
た
こ
と

で
、
和
寒
町
の
自
然
と
農
業

に
触
れ
、
人
と
の
関
わ
り
が

で
き
ま
し
た
。

　
深
川
で
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
経
て
、
ま
た
和
寒
に

暮
ら
し
た
い
と
思
い
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
応
募
し
ま

し
た
。

発
酵
食
の
資
格
を
お
持
ち

で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
資
格

を
？

　
札
幌
で『
発
酵
と
か
ら
だ
』

と
い
う
講
習
を
受
け
、
「
す

べ
て
は
発
酵
し
た
も
の
で
で

き
て
い
る
」
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
発
酵
食
品
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の

資
格
を
取
得
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。

発
酵
食
の
資
格
を
活
か
し

て
、
な
に
か
や
ろ
う
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
？

　
和
寒
で
発
酵
食
品
の
開
発

と
い
う
よ
り
は
、
講
習
を
開

い
て
学
ん
だ
技
術
の
提
供
を

し
て
、
料
理
な
ど
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
発
酵
は
火
を
使
わ
な
く
と

も
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
に
そ
の
技
術
を

伝
え
、
可
能
性
を
広
げ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
企

画
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　
食
や
料
理
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
、
そ
こ
に
和
寒
の

食
材
な
ど
を
持
っ
て
行
き
、

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
し
よ
う
と
？

　
畑
を
作
っ
て
、
色
々
な
も

の
を
栽
培
し
た
い
で
す
。

　
発
酵
食
に
欠
か
せ
な
い
麹

も
作
っ
て
販
売
し
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
色
々
な
人
と
逢
う

機
会
を
増
や
し
て
、
お
話
を

し
て
、
知
識
を
広
め
て
い
き

た
い
で
す
。

 

将
来
の
目
標
は
？

　
リ
ト
リ
ー
ト
（
日
常
生
活

か
ら
離
れ
る
時
間
を
持
つ
こ

と
で
、
心
身
を
リ
セ
ッ
ト
す

る
こ
と
）
を
研
究
し
て
、
施

設
の
開
発
が
で
き
れ
ば
と
、

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任

し
た
、
塚
本
麻
里
（
つ
か
も
と
ま
り
）
さ
ん
に
、

和
寒
町
の
食
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
４
月
、
令

和
元
年
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ

か
ら
、
新
し
い
年
号
の
幕

開
け
と
と
も
に
今
ま
で
以

上
に
良
い
年
で
迎
え
た
い

と
願
っ
た
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
数
カ
月
後
、

中
国
湖
北
省
武
漢
市
を
中

心
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　
テ
レ
ビ
越
し
で
、「
何

か
の
病
気
？
」
く
ら
い
の

他
人
事
と
し
て
の
認
識

が
・
・
・
。

　
私
も
映
画
な
ど
で
、「
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
を
襲
う
」

な
ど
の
作
品
を
見
た
こ
と

は
あ
る
が
、
ま
さ
か
そ

の
様
な
世
界
が
来
る
と

は
・
・
・
。

　
た
し
か
に
歴
史
の
中
で

も
ウ
イ
ル
ス
と
闘
っ
て
き

て
い
る
が
今
回
は
少
し
厄

介
だ
。

　
現
在
、
全
世
界
に
ま
で

流
行
し
、
死
者
の
数
も
数

万
人
規
模
。
い
つ
終
息
す

る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
だ
。

　
し
か
し
、
犠
牲
者
は
い

る
が
人
類
対
ウ
イ
ル
ス
は

人
類
が
勝
っ
て
来
て
い
る

の
も
事
実
だ
。
一
刻
も
早

く
終
息
を
願
い
た
い
。（

裕
）
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聞かせて
発酵の可能性
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